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を対象とした。カテーテル交換を行う従来法（Group A: 58例）と coaxial法(Group B: 35
例)において、カテーテル留置成功率や手技時間、透視時間を比較した。また、最終
的に留置された従来システム(51 例)と coaxial システム(42 例)を用いた肝動注療法の
合併症や肝転移発生率、生存率を比較した。 
coaxial法であるGroup Bは、Group Aに対して留置成功率が高い傾向にあり（86.2% 
VS 97.1%, P=0.084）、肝動脈に蛇行・狭窄を有する症例においても有用であった。手
技時間(64.8 分 vs 80.7 分, P=0.0051)や透視時間(14.7 分 vs 26.7 分, P=0.001)は
Group B が有意に短かった。留置したシステム間で合併症に差は認めなかった(15.7% 
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